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特
集
：
検
証
・
日
本
農
業
担
い
手
の
確
保

〔
巻
頭
論
文
〕

今
後
の
日
本
農
業
の
担
い
手
は
誰
か

会
員
　
榊
田　

み
ど
り

農
業
の
「
構
造
転
換
」
か
、
農
業
の
「
脆
弱
化
」
か

　

昨
年
一
一
月
、
二
〇
二
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
速
報
値
）
が
公
表
さ
れ
、
主
に
農
業
経
営
体
関
連
、
つ
ま
り
担

い
手
関
連
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
た
（
今
年
三
月
に
確
定
値
公
表
）。

　

農
山
村
地
域
調
査
な
ど
、
調
査
結
果
全
体
の
詳
報
は
今
後
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

会
と
し
て
も
、
今
後
改
め
て
、
同
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
研
究
会
を
予
定
し
て
い
る
が
、
す
で
に
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ

だ
け
を
見
て
も
、
担
い
手
の
減
少
に
よ
っ
て
否
応
な
し
に
農
業
構
造
転
換
が
進
行
し
つ
つ
、
農
業
基
盤
が
縮
小
を
続

け
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

少
し
具
体
的
な
数
字
を
紹
介
す
る
と
、
農
業
経
営
体
数
は
八
三
・
六
万
経
営
体
と
、
こ
の
五
年
で
二
二
％
減
少
し
た
。
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最
も
減
少
が
著
し
い
の
が
、
個
人
経
営
体
（
注
：
法
人
化
し
て
い
な
い
家
族
経
営
体
。
従
来
の
「
家
族
農
業
」
と
ほ
ぼ
同

じ
意
味
と
考
え
て
い
い
）
で
、
同
経
営
体
の
う
ち
農
業
を
主
業
と
す
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
、
約
一
〇
四
万
人
と
、

こ
の
五
年
で
約
二
四
％
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、過
去
四
〇
年
間
で
最
大
の
減
少
率
だ
が
、実
は
二
〇
二
〇
年
セ
ン
サ
ス

を
見
て
も
、一
五
年
か
ら
の
五
年
間
で
二
二
％
減
少
し
て
お
り
、右
肩
下
が
り
で
激
減
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
で
、
経
営
面
積
が
二
〇
㌶
を
超
え
る
農
業
経
営
体
の
耕
作
面
積
が
こ
の
二
〇
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
、
全
体
の

五
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
一
経
営
体
当
た
り
の
経
営
面
積
も
平
均
三
・
六
㌶
に
拡
大
し
、
法
人
経
営
体
数
も

約
三
万
三
〇
〇
〇
と
、
二
〇
年
間
で
一
・
七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
の
定
義
す
る
「
担
い
手
」（
認
定
農

業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
・
農
業
法
人
な
ど
）
の
規
模
拡
大
は
進
ん
だ
わ
け
で
、
九
五
年
以
降
ず
っ
と
上
昇
し
続
け
て

い
た
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
も
、
六
七
・
六
歳
と
、
三
〇
年
ぶ
り
に
低
下
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
結
果
を
ど
う
考
え
る
か
。
戦
後
自
作
農
世
代
が
ご
っ
そ
り
離
農
す
る
時
代
に
入
っ
た
現
実
を
象
徴
し

て
い
る
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
、
農
水
省
も
「
農
業
の
構
造
改
革
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
法
人
化
や
規
模
拡

大
を
促
し
、
結
果
的
に
兼
業
・
小
規
模
な
農
家
の
離
農
を
促
す
政
策
を
推
進
し
て
き
た
〝
成
果
〟
を
表
す
デ
ー
タ
で

も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
激
減
を
食
料
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
懸
念
す
る
論
調
と
、

戦
後
の
農
地
解
放
で
零
細
化
し
た
日
本
農
業
か
ら
よ
う
や
く
構
造
転
換
の
時
代
を
迎
え
た
と
歓
迎
す
る
論
調
が
交
錯

し
て
い
る
。
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し
か
し
、
大
規
模
化
・
法
人
化
を
推
進
す
る
農
政
に
適
応
し
て
き
た
既
存
の
「
担
い
手
」
だ
け
で
、
今
後
も
増
加

す
る
高
齢
離
農
者
の
農
地
を
、
は
た
し
て
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。
確
か
に
、
農
村
を
回
っ
て
い
る
と
、
離
農
し
た
高

齢
農
家
の
農
地
を
引
き
受
け
る
形
で
、「
担
い
手
」
へ
の
農
地
集
積
と
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
の
を
感
じ
る
が
、

そ
の
構
造
転
換
が
進
む
一
方
で
、
耕
地
面
積
の
減
少
は
止
ま
ら
ず
、
耕
作
放
棄
地
も
増
え
て
い
る
。
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
平
均
年
齢
が
下
が
っ
た
の
も
、
若
い
世
代
の
農
業
者
が
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
逆
に
減
少
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
多
く
の
高
齢
農
業
者
が
リ
タ
イ
ア
し
た
こ
と
が
主
因
と
見
た
ほ
う
が
い
い
。

　

二
〇
二
三
年
に
は
、「
地
域
計
画
」
が
法
定
化
さ
れ
、
各
自
治
体
で
一
〇
年
後
の
農
地
と
担
い
手
を
記
す
「
目
標

地
図
」
を
二
五
年
三
月
末
ま
で
に
作
成
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
一
〇
年
後
で
は
な

く
現
在
の
担
い
手
を
地
図
に
落
と
し
た
だ
け
の
〝
現
況
地
図
〟
が
過
半
を
占
め
、
農
水
省
は
、
全
体
の
九
割
に
目
標

地
図
の
〝
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
〟
の
名
の
下
で
作
成
の
見
直
し
を
求
め
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

法
定
化
か
ら
地
図
の
作
成
期
限
ま
で
二
年
間
し
か
な
く
、
地
域
で
話
し
合
う
時
間
を
十
分
に
と
れ
な
か
っ
た
と
い

う
背
景
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
地
域
の
「
担
い
手
」
が
足
り
ず
、
大
規
模
な
農
業
者
の
規
模
拡
大
も
限

界
が
あ
り
、
一
〇
年
後
の
展
望
な
ど
描
け
な
い
と
い
う
現
場
の
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

　

で
は
、
今
後
、
誰
が
日
本
の
農
業
と
農
地
を
担
う
の
か
。
い
や
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
こ
に
焦
点
を
充
て

た
の
が
、
今
回
の
研
究
会
「
検
証
・
日
本
農
業
担
い
手
の
確
保
」
で
あ
り
、
本
書
は
、
そ
の
研
究
会
の
内
容
を
ま
と

め
た
一
冊
で
あ
る
。
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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
か
ら
浮
か
ぶ
「
担
い
手
像
」

　

今
回
の
セ
ン
サ
ス
結
果
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
農
水
省
は
、
二
〇
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
元
に
、
今
後
の
農

業
従
事
者
の
急
減
予
測
を
認
識
し
て
お
り
、
後
継
者
問
題
の
深
刻
さ
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
農
業
後
継
者
の
確
保
状
況
の
調
査
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
七
割
を
超
え

る
農
業
経
営
体
が
「
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
」
と
回
答
す
る
衝
撃
的
な
結
果
が
出
た
。
と
く
に
、
近
い
将
来
に

経
営
継
承
が
必
要
と
思
わ
れ
る
七
〇
歳
以
上
の
経
営
主
で
も
、
五
年
以
内
に
経
営
継
承
で
き
る
後
継
者
を
確
保
し
て

い
る
の
は
三
割
未
満
だ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
二
〇
年
後
に
は
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
が
、
現
状
の
三
割
以
下

の
三
〇
万
人
す
ら
切
る
可
能
性
が
あ
る
と
農
水
省
は
予
測
し
て
い
る
。

　

経
営
部
門
別
で
見
る
と
、
と
く
に
果
樹
・
水
稲
・
露
地
野
菜
で
、
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
経
営
体
が
七
割
前

後
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
土
地
利
用
型
作
物
で
は
、
既
存
の
担
い
手
の
規
模
拡
大
が

な
け
れ
ば
、
五
年
後
に
は
現
在
よ
り
約
七
〇
万
㌶
も
農
地
利
用
が
減
少
し
、
果
樹
で
も
約
二
〇
万
㌶
が
遊
休
化
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
国
内
生
産
の
増
大
ど
こ
ろ
か
、
現
状
維
持
す
ら
危
う
い
。
そ
の
危
機
感
か
ら
、
二
〇
二
四
年
に

制
定
さ
れ
た
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
基
づ
い
て
翌
二
五
年
に
策
定
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
で
は
、
三
〇
年
ま
で
の
五
年
間
を
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」
と
位
置
づ
け
、
対
策
を
強
化

す
る
方
針
を
掲
げ
た
。
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そ
の
中
で
、
担
い
手
問
題
に
関
わ
る
生
産
性
向
上
対
策
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
る
。

　

ま
ず
地
域
計
画
に
よ
っ
て
「
誰
に
農
地
を
集
約
す
る
か
」「
ど
の
品
目
の
産
地
に
し
て
い
く
か
」
と
い
う
視
点
を

加
え
た
農
地
集
約
化
と
産
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
農
地
の
大
区
画
化
な
ど
の
基
盤
整
備
に
よ
っ
て

営
農
条
件
を
改
善
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
・
導
入
や
、
機
械
の
共
同
利
用
な
ど
を
通
じ
た
技
術
導
入
を
促

進
す
る
た
め
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
多
収
化
や
高
温
耐
性
な
ど
に
資
す
る
品
種
の

開
発
・
導
入
に
よ
る
こ
と
で
生
産
コ
ス
ト
を
低
減
し
、
一
経
営
体
当
た
り
の
生
産
量
と
単
収
の
向
上
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、
同
基
本
計
画
に
は
、
約
三
〇
項
目
の
目
標
と
そ
れ
に
関
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
約
九
〇
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
こ
こ
に
す
べ
て
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
農
地
面
積
の
総
量
は
現
在
の
四
二
七
万

㌶
か
ら
四
一
二
万
㌶
と
、
現
状
か
ら
一
五
万
㌶
の
減
少
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
現

状
か
ら
考
え
て
急
速
な
新
規
就
農
者
の
拡
大
は
見
込
め
な
い
こ
と
も
あ
り
、
四
九
歳
以
下
の
担
い
手
数
確
保
の
目
標

は
、
現
状
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
の
毎
年
四
万
八
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

農
村
現
場
を
見
て
き
た
記
者
の
感
覚
と
し
て
は
、こ
れ
だ
け
で
も
十
分
に〝
意
欲
的
〟な
数
値
に
思
え
る
が
、た
と
え

こ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
達
成
で
き
て
も
離
農
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
追
い
つ
か
な
い
。
限
ら
れ
た
担
い
手
で
こ
の
農
地
面
積

と
今
の
生
産
量
を
維
持
す
る
た
め
に
は
「
生
産
的
な
抜
本
的
向
上
が
必
要
」
と
い
う
の
が
基
本
計
画
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
五
年
後
ま
で
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
を
現
状
の
約
六
割
か
ら
七
割
に
高
め
、
と
く
に
水
稲
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で
は
一
五
㌶
以
上
の
農
業
経
営
体
の
耕
作
面
積
シ
ェ
ア
を
、
現
状
の
三
割
か
ら
五
割
に
向
上
さ
せ
る
。
ま
た
一
経
営

体
当
た
り
の
生
産
量
を
、
な
ん
と
現
状
の
一
・
八
倍
に
拡
大
す
る
な
ど
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
実
現
の
た

め
に
圃
場
の
大
区
画
化
を
進
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
大
区
画
化
の
基
盤
整
備
を
実
施

し
た
農
地
で
の
米
生
産
コ
ス
ト
を
現
状
の
六
割
削
減
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

少
人
数
で
も
効
率
的
に
営
農
で
き
る
体
制
を
整
え
る
と
い
う
の
が
、
基
本
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
だ
が
、
マ
ク
ロ
な
視

点
で
「
こ
れ
が
実
現
で
き
な
け
れ
ば
農
地
は
保
全
で
き
な
く
な
る
」
と
の
逆
算
か
ら
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
目
標
が
、

ミ
ク
ロ
の
視
点
で
見
た
と
き
、
本
当
に
現
場
に
と
っ
て
実
現
可
能
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
な
の
か
は
、
読
者
の
判
断
に
任
せ
た
い
。

　

実
際
に
近
年
で
は
、
地
権
者
負
担
ゼ
ロ
で
の
「
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
」
な
ど
を
活
用
し
て
農

地
の
集
約
・
大
区
画
化
を
進
め
、
既
存
の
担
い
手
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
者
の
確
保
に
成
功
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
し
、
企
業
参
入
を
前
提
に
農
地
を
集
積
し
、
異
業
種
企
業
を
呼
び
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
地
域
も
あ
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
「
出
作
／
入
作
」
の
ス
ケ
ー
ル
が
拡
大
し
、
集
落
単
位
ど
こ
ろ
か
県
域
を
越
え
て
担
い
手
と
な
る

農
業
者
や
農
業
法
人
も
増
え
て
い
る
。
二
〇
二
五
年
、
埼
玉
県
に
本
社
を
置
く
農
業
法
人
中
森
農
産
（
株
）
が
、
島

根
県
の
集
落
営
農
法
人
（
農
）
川
平
み
ど
り
の
経
営
を
継
承
し
、
株
式
会
社
に
改
組
し
て
グ
ル
ー
プ
企
業
化
し
た
Ｍ

＆
Ａ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
農
業
関
係
者
の
間
で
も
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
散
見
さ
れ
る
一
方
で
、
す
で
に
一
定
の
規
模
拡
大
を
済
ま
せ
た

農
業
経
営
者
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
へ
の
投
資
や
経
営
リ
ス
ク
を
考
え
て
「
こ
れ
以
上
の
規
模
拡
大
は
難
し
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い
」「
逆
に
縮
小
し
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も
確
か
だ
。

　

近
年
、
農
水
省
の
補
助
事
業
は
、
規
模
拡
大
や
高
度
化
な
ど
に
取
り
組
む
農
業
者
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
補
助
事

業
を
活
用
す
る
た
め
に
も
規
模
拡
大
に
踏
み
切
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
た
が
、
最
近
で
は
逆
に
、
い
っ
た
ん
は
借
り

た
農
地
の
一
部
を
地
権
者
に
返
し
て
適
正
規
模
を
模
索
す
る
動
き
も
あ
る
。
背
景
に
は
、
昨
今
の
酷
暑
や
豪
雨
・
台

風
被
害
な
ど
に
よ
る
生
産
リ
ス
ク
の
拡
大
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
る
原
油
高
や
円
安
に
よ
る
農
業
資
材
の

高
騰
と
安
定
確
保
の
リ
ス
ク
な
ど
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
農
地
の
集
約
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
平
地
地
域
と
異
な
り
、
集
約
自
体
が
困
難
な
中

山
間
地
域
な
ど
条
件
不
利
地
域
は
、
す
で
に
過
疎
高
齢
化
が
深
刻
化
し
、
担
い
手
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。
経
営
の
視

点
だ
け
で
い
え
ば
、
農
業
法
人
や
異
業
種
参
入
も
多
く
は
望
め
な
い
。
二
〇
二
七
年
度
に
、
中
山
間
地
域
の
直
接
支

払
制
度
を
含
め
た
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
「
抜
本
的
見
直
し
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
す
ま
す

広
が
り
か
ね
な
い
平
地
地
域
と
の
条
件
不
利
性
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

　

基
本
計
画
で
は
、
中
山
間
地
域
に
関
し
て
、
直
接
支
払
制
度
な
ど
中
山
間
地
域
農
業
を
「
支
え
る
」
た
め
の
施
策

と
、
収
益
力
向
上
・
付
加
価
値
向
上
・
基
盤
整
備
・
ス
マ
ー
ト
農
業
活
用
な
ど
「
稼
ぐ
」
た
め
の
施
策
、
さ
ら
に
棚

田
や
農
業
遺
産
の
魅
力
発
進
や
農
業
体
験
の
推
進
な
ど
「
係
わ
る
」
関
係
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
の
施
策
を
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
一
体
的
に
実
施
す
る
と
し
て
い
る
が
、
ま
だ
具
体
像
は
見
通
せ
な
い
状
況
で
、
今
後
、
改
め
て
検
証

が
必
要
だ
ろ
う
。
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現
場
に
と
っ
て
の
「
担
い
手
像
」
の
リ
ア
ル
を
考
え
る

　

一
方
で
、
基
本
計
画
に
は
、「
規
模
の
大
小
や
個
人
・
法
人
な
ど
の
経
営
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
で
生
計
を

立
て
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る
」
と
の
方
針
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
新
基
本
法
に
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
「
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
営
む
者
」
だ
け
で
な
く
「
そ
れ
以
外
の
多
様
な
農
業
者
」
の
農
業
生

産
活
動
も
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
農
地
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
計
画
で
も
「
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
」
と
し
つ
つ
、「
農
業
を
副
業

的
に
営
む
経
営
体
な
ど
多
様
な
農
業
者
が
農
地
の
保
全
・
管
理
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
」
農
地
の
保
全
や

集
落
機
能
の
維
持
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
地
域
計
画
」
で
も
「
担
い
手
」
の
定
義
は
地
域
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
た
め
、
兼
業
農
家
や
自
給

的
農
家
も
、
地
域
の
合
意
が
あ
れ
ば
「
担
い
手
」
と
し
て
目
標
地
図
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
現
に
、
今
回
の
研
究
会
講
師
の
ひ
と
り
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
の
農
業
委
員
会
長
職
務
代
理
・
笠
原
尚
美
氏

か
ら
は
、兼
業
農
家
も
積
極
的
に
「
担
い
手
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、一
㌃
で
も
耕
し
て
い
る
人
は
「
担

い
手
」
と
し
て
い
る
同
市
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
多
様
な
農
業
者
」
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
法
改
正
も
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年

に
、「
五
〇
㌃
要
件
」
と
言
わ
れ
て
き
た
農
地
取
得
の
下
限
面
積
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
非
農
家
に
よ
る
小
規
模
農
地

の
取
得
に
も
門
戸
を
開
い
た
。
そ
れ
よ
り
前
の
二
〇
年
、
地
域
再
生
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
住
宅
と
小
規
模
農
地
を
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セ
ッ
ト
で
貸
借
・
売
買
で
き
る
「
既
存
住
宅
活
用
農
村
地
域
等
移
住
促
進
事
業
」
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
、
非
農
家
の
地
域
住
民
や
地
域
外
か
ら
通
う
「
農
村
関
係
人
口
」
が
、
小
規
模

な
農
地
を
自
給
用
に
耕
し
た
り
、
農
産
物
直
売
所
や
学
校
給
食
に
収
穫
物
を
提
供
す
る
動
き
も
登
場
し
て
い
る
。

　

こ
う
な
る
と
、
実
際
の
地
域
農
業
の
「
担
い
手
」
の
考
え
方
は
、
国
の
定
義
す
る
「
担
い
手
」
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
地
域
の
創
意
工
夫
に
基
づ
い
た
多
様
な
選
択
肢
が
あ
る
わ
け
で
、
国
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

で
は
、
農
村
現
場
の
「
担
い
手
」
の
リ
ア
ル
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
の
視
点
か
ら
、
今
回
の
研
究
会
で
は
四
人

の
講
師
を
招
い
た
。
一
回
目
は
、「
日
本
農
業
は
だ
れ
が
支
え
る
の
か
～
担
い
手
減
少
の
実
態
と
新
た
な
担
い
手
の

確
保
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
、
元
東
京
農
業
大
学
副
学
長
の
門
間
敏
幸
氏
に
、
農
林
業
セ
ン
サ

ス
の
デ
ー
タ
な
ど
を
元
に
お
話
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
土
地
利
用
型
農
業
の
未
来
像
を
、「
担
い
手
農
家
」「
ホ
ビ
ー

農
家
（
自
給
的
農
家
）」「
離
農
予
備
軍
農
家
」
の
三
分
類
で
予
測
し
、
新
た
な
担
い
手
確
保
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て

の
言
及
は
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
回
目
は
、「
現
場
か
ら
考
え
る
担
い
手
の
実
像
と
今
後
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
前
述
の
新
潟
県
阿
賀
野
市
農

業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者
の
笠
原
尚
美
氏
か
ら
、
地
域
計
画
の
話
し
合
い
の
中
で
考
え
る
現
場
の
リ
ア
ル
な
担
い

手
像
に
つ
い
て
、事
例
を
含
め
て
具
体
的
な
話
を
し
て
も
ら
っ
た
。
同
氏
に
よ
る
「
国
の
定
義
す
る
担
い
手
」
と
「
地

域
の
担
い
手
」
の
違
い
の
指
摘
と
同
市
で
の
実
践
は
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。
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三
回
目
は
、「
異
業
種
農
業
参
入
の
実
態
と
担
い
手
へ
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
農
業
大
学
助
教
の
古
田

恒
平
氏
に
、
統
計
か
ら
読
み
と
れ
る
異
業
種
農
業
参
入
の
概
要
を
、
岡
山
大
学
准
教
授
の
大
仲
克
俊
氏
に
、
主
に
食

品
企
業
の
農
業
参
入
の
動
向
と
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
た
だ
い
た
。
中
食
・
外
食
企
業
や
清
酒
企
業
を
中
心
に
、
農

業
参
入
の
目
的
や
事
業
展
開
な
ど
具
体
的
な
事
例
の
紹
介
と
と
も
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
異
業
種
企
業
の
可
能

性
だ
け
で
な
く
限
界
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

四
回
目
は
「
地
域
計
画
か
ら
見
る
担
い
手
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、（
一
社
）
全
国
農
業
会
議
所
顧

問
の
稲
垣
照
哉
氏
を
講
師
に
、
各
地
の
地
域
計
画
の
策
定
状
況
や
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
、
今
後
の
地
域
計

画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
方
向
性
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
多
様
な
農
業
者
像
を
ど
う
考
え
る
か
に
も
言
及
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
い
ず
れ
も
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
興
味
深
い
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
手
前
味
噌

な
が
ら
充
実
し
た
研
究
会
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
今
後
の
担
い
手
問
題
を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

（
明
治
大
学
兼
任
講
師　

さ
か
き
だ　

み
ど
り
）


